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樹木の水・炭素利用，生長・枯死メカニズム，適地適木

■研究概要
　樹木は光合成で取り入れた炭素を呼吸として放出し、根で吸収した水を葉の蒸散
で放出します。こうした機能（生理機能）が健全だと樹木は生長し、不健全だと枯
死につながります。そこで私たちは生理機能を測定することで樹木が生長・枯死す
る詳細なメカニズムの解明を行っています。

　林学の分野では旧来から経験
的に「適地適木」という考え方
があります。適切な手法で生理
機能を測定できれば適地適木の
概念について科学的根拠を与え
ることが可能になります。

　このような測定と毎木調査や
年輪解析を組み合わせることに
より、植生遷移を含めた森林動
態の把握や、失敗しない森づく
り方法の提唱といったことに応
用できると考えています。

樹木が生長するしくみの解明と
それに根ざした森づくり
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■どのような共同研究・連携に結びつけられるか？
・気候変動や自然・人為撹乱にともなう植生変化とその理由
・植栽後の苗木が生育不良に陥った際の原因の究明
・外来樹木の管理および目標とする森林への誘導


